
2よしかわ議会だより

議
案
「
産
業
振
興
部
の
設
置
」
の
目

的
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
吉
川
市
の
産

業
振
興
に
は
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
も

の
で
あ
る
と
考
え
る
。
以
上
の
事
か
ら

賛
成
討
論
と
す
る
。

◆
吉
川
市
庁
舎
会
議
室
等
使

用
料
条
例

　

新
庁
舎
に
つ
い
て
、
開
か
れ

た
庁
舎
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
市
の
事
務
事
業
に
支

障
の
な
い
範
囲
で
市
民
等
の
使

用
に
供
す
る
た
め
、
目
的
外
使

用
に
当
た
っ
て
の
使
用
料
を
定

め
ま
し
た
。

◆
吉
川
市
立
学
校
設
置
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

平
成
32
年
４
月
１
日
に
開
校

予
定
の
仮
称
第
４
中
学
校
の
学

校
名
が「
吉
川
中
学
校
」に
決
ま

り
ま
し
た
。

市
長
提
出
議
案	

前
ペ
ー
ジ
か
ら
続
き

　

文
化
部
門
を
移
す
の
で
あ
れ
ば
効

果
等
の
十
分
な
説
明
と
意
見
聴
取
に

基
づ
く
市
民
や
関
係
者
の
納
得
が
必

要
だ
と
考
え
る
。
政
治
と
教
育
・
文

化
は
一
定
の
距
離
を
保
っ
て
取
り
組
む

仕
組
み
が
先
人
の
知
恵
で
培
わ
れ
て

き
た
。
文
化
・
芸
術
は
じ
っ
く
り
と
醸

成
さ
れ
る
も
の
で
「
ス
ピ
ー
ド
感
」
は

必
ず
し
も
優
先
す
べ
き
で
は
な
い
。
新

た
な
組
織
編
制
を
行
う
に
は
説
明
責

任
が
不
十
分
で
、
議
会
と
市
民
の
納

得
が
得
ら
れ
て
い
な
い
と
受
け
止
め
ざ

る
を
得
な
い
。
最
後
に
福
沢
諭
吉
の

言
葉
を
紹
介
す
る
。

　
「
政
事
と
教
育
と
分
離
す
べ
し
」

　

文
化
事
業
の
市
長
部
局
へ
の
移
管

は
、
こ
こ
ま
で
に
市
が
進
め
て
き
た

◆
吉
川
市
教
育
に
関
す
る
事
務

の
職
務
権
限
の
特
例
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

教
育
委
員
会
が
行
っ
て
い
る
文

化
財
の
保
護
を
除
く
文
化
に
関
す

る
事
務
に
つ
い
て
、
市
長
が
管
理

し
執
行
す
る
た
め
の
条
例
が
議
案

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
会
に
て
賛
成
多
数
に
よ
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
が
、
本
会
議
で

の
採
決
に
よ
り
、
賛
成
少
数
で
否

決
と
な
り
ま
し
た
。

否
決

　

こ
の
条
例
に
対
す
る
討
論
の
要
点

は
次
の
と
お
り
で
す
。

賛 
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◆
吉
川
市
職
員
定
数
条
例
及
び

吉
川
市
部
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

第
５
次
吉
川
市
総
合
振
興
計
画

及
び
吉
川
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
を
着
実
に
推
進

す
る
た
め
、
実
効
性
の
あ
る
組
織

体
制
と
す
る
た
め
の
条
例
が
議
案

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
会
に
て
賛
成
多
数
に
よ
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
が
、
本
会
議
で

の
採
決
に
よ
り
賛
成
少
数
で
否
決

と
な
り
ま
し
た
。

否
決

　

こ
の
条
例
に
対
す
る
討
論
の
要
点

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

部
設
置
条
例
は
、
こ
れ
ま
で
教
育

委
員
会
が
所
管
し
て
き
た
お
あ
し
す

な
ど
を
市
長
部
局
所
管
に
移
し
、
ス

ピ
ー
ド
あ
る
行
政
と
し
て
い
る
が
、
教

育
や
文
化
に
関
わ
る
も
の
は
継
続
性

　

産
業
フ
ェ
ア
開
催
や
ブ
ラ
ン
ド
米
販

売
等
、
こ
れ
ま
で
に
展
開
し
て
き
た

事
業
を
踏
ま
え
「
産
業
振
興
部
設
置
」

と
「
産
業
振
興
条
例
」
と
の
両
輪
に

よ
り
、
今
後
更
に
吉
川
市
の
産
業
振

興
推
進
に
力
を
入
れ
て
ゆ
く
と
い
う

市
の
強
い
意
志
が
示
さ
れ
た
。「
産
業

振
興
条
例
」
の
完
成
を
間
近
に
控
え
、

来
年
春
か
ら
ス
ム
ー
ズ
か
つ
積
極
的
な

事
業
展
開
を
図
る
こ
と
が
、
第
57
号

　

新
た
な
「
産
業
振
興
部
」
設
置
は
、

以
下
の
点
か
ら
反
対
致
し
ま
す
。

　

第
１
は
、「
産
業
振
興
部
」
を
設
置

す
る
必
要
性
及
び
具
体
的
目
標
・
取

組
み
が
見
え
な
い
点
で
す
。

　

第
２
点
は
、
手
続
き
・
手
順
。「
産

業
振
興
条
例
」
に
つ
い
て
、
提
案
・
議

論
も
さ
れ
て
な
い
中
、「
部
」
設
置
は

時
期
尚
早
、
拙
速
と
考
え
ま
す
。

　

第
３
点
は
、
行
革
の
視
点
の
欠
如
。

費
用
対
効
果
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
「
産
業
の
振
興
」
は
、
現
在
の
農
政

課
、
商
工
課
を
軸
に
し
た
連
携
強
化

や
政
策
室
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
設
置
で

も
可
能
と
考
え
ま
す
。

人
事
案
件

　

平
成
29
年
12
月
22
日
に
任
期
満
了

と
な
る
永
瀬
洋
子
氏
が
、
再
度
選
任

さ
れ
ま
し
た

◆
人
権
擁
護
委
員

　

平
成
30
年
３
月
31
日
に
任
期
満
了

と
な
る
立
澤
秀
子
氏
が
、
再
度
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

◆�

公
平
委
員
会
委
員

文
芸
よ
し
か
わ
発
行
や
劇
団
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
公
演
等
の
文
化
芸
術
事
業

と
、「
大
沢
雄
一
物
語
発
行
」
等
の
歴

史
文
化
事
業
の
成
果
を
踏
ま
え
た
上

で
、
文
化
芸
術
と
歴
史
文
化
を
高
齢

者
福
祉
や
地
域
福
祉
な
ど
別
の
分
野

へ
も
活
用
し
よ
う
と
い
う
意
欲
的
な
試

み
で
あ
り
、
今
後
の
吉
川
市
の
政
策
の

一
つ
の
核
と
な
る
と
期
待
し
て
い
る
。

　
「
総
合
政
策
と
し
て
の
文
化
芸
術
・

歴
史
文
化
事
業
」
の
方
向
性
を
し
っ
か

り
と
打
ち
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お

願
い
し
賛
成
討
論
と
す
る
。

と
確
実
性
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
拙

速
に
す
べ
き
で
な
い
。

　

こ
れ
ま
で
産
業
振
興
条
例
制
定

と
振
興
策
を
訴
え
て
き
た
。
今
回
産

業
振
興
部
を
新
設
す
る
案
で
あ
る
が
、

ま
ず
実
施
す
べ
き
こ
と
は
商
工
・
農
業

の
担
当
職
員
増
や
具
体
的
事
業
で
あ

り
、
国
か
ら
副
部
長
級
の
派
遣
要
請

は
安
易
す
ぎ
る
。
こ
れ
で
は
市
民
の
理

解
は
得
ら
れ
な
い
。

反 

対

稲
垣　

茂
行

賛 

成

戸
田　

馨

請
　
　
　
願

　

今
定
例
会
で
は
、１
件
の
請
願
が

提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果「
請
願
要

旨
①
皆
保
険
制
度
を
支
え
る
国
民
健

康
保
険
制
度
へ
国
庫
負
担
金
の
増
額

を
国
に
要
請
し
て
く
だ
さ
い
。」を
採

択
す
る
、一
部
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

住
民
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら

れ
る
国
民
健
康
保
険
制
度
の
充
実

を
求
め
る
請
願

請
願
者　
　

医
療
生
協
さ
い
た
ま

　
　
　
　
　

吉
川
支
部　

松
村
副
子

　
　
　
　
　

全
日
本
年
金
者
組
合

　
　
　
　
　

吉
川
支
部　

塩
沼
忠
光

　
　
　
　
　

新
日
本
婦
人
の
会

　
　
　
　
　

吉
川
支
部　

山
本
延
子

　
　
　
　
　

埼
玉
東
民
主
商
工
会

　
　
　
　
　

吉
川
支
部　

雲
雀
君
矢

紹
介
議
員　

小
林　

昭
子　

　
　
　
　
　

佐
藤　

清
治

　

請
願
要
旨
は
①
皆
保
険
制
度
を
支

え
る
国
民
健
康
保
険
制
度
へ
国
の
国

庫
負
担
金
の
増
額
を
国
に
要
請
し
て

く
だ
さ
い
。②
新
た
な
保
険
者
と
な

る
埼
玉
県
に
対
し
、一
般
会
計
か
ら
国

保
会
計
へ
の
繰
り
入
れ
を
増
額
す
る

よ
う
要
望
し
て
く
だ
さ
い
。③
吉
川
市

は
一
般
会
計
か
ら
国
保
会
計
へ
の
繰

り
入
れ
を
な
く
さ
ず
増
額
し
て
く
だ

さ
い
。④
資
格
証
の
交
付
、滞
納
者
の

財
産
差
し
押
さ
え
な
ど
は
滞
納
者
の

命
と
暮
ら
し
を
脅
か
す
恐
れ
が
あ
り
、

滞
納
者
の
健
康
状
況
や
生
活
実
態
を

充
分
調
査
・
考
慮
し
対
応
す
る
事
。と

し
て
い
ま
す
。付
託
さ
れ
た
文
教
福

祉
常
任
委
員
会
で
①
の
一
部
採
択
が

可
決
さ
れ
、そ
の
後
本
会
議
で
も
①

の
一
部
採
択
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

請
願
の
一
部
採
択
に
対
す
る
討
論

の
要
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　　　

請
願
要
旨
①
国
保
の
構
造
的
問

題
を
共
有
で
き
た
こ
と
を
評
価
す
る
。

要
旨
②
県
は
財
政
調
整
交
付
金
等
の

形
で
一
般
会
計
か
ら
市
町
村
国
保
へ

の
繰
入
を
行
っ
て
い
る
。
平
成
28
年

度
は
５
９
０
億
円
に
上
り
、
県
は
国

保
運
営
の
困
難
さ
を
認
識
し
て
い
る
。

要
旨
③
国
保
は
自
営
業
者
等
だ
け
で

な
く
殆
ど
の
国
民
市
民
が
定
年
後
に

は
加
入
す
る
保
険
で
あ
り
、
社
会
保

障
で
あ
る
。
特
定
の
個
人
の
課
題
で

は
な
い
。
要
旨
④
市
の
短
期
保
険
証

交
付
割
合
は
近
隣
市
町
と
比
較
し
て

も
高
い
。慎
重
な
対
処
が
求
め
ら
れ
る
。

　

よ
っ
て
一
部
採
択
に
反
対
し
ま
す
。

　

請
願
要
旨
②
埼
玉
県
に
お
い
て
現

在
国
保
会
計
に
あ
た
る
も
の
は
な

く
、
現
状
を
踏
ま
え
た
要
望
で
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん
。
要
旨
③
繰
り
入
れ
の

増
額
を
国
保
非
加
入
者
へ
ご
理
解
い

た
だ
く
こ
と
は
難
し
い
と
思
わ
れ
ま

す
。
要
旨
④
納
税
相
談
を
さ
れ
た
方

に
対
し
財
産
の
差
し
押
さ
え
は
執
行

さ
れ
て
い
な
い
現
状
で
あ
り
、
悪
意

を
持
っ
て
支
払
わ
な
い
滞
納
者
へ
は

対
処
が
必
要
な
場
合
も
あ
る
と
考
え

ま
す
。
以
上
の
理
由
か
ら
、
要
旨
①

に
つ
い
て
の
み
一
部
採
択
と
す
る
委

員
長
報
告
に
賛
成
い
た
し
ま
す
。

反 

対
雪
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き
よ
み

賛 

成

林　

美
希


